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パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

エ ー

20 年 月米国ワシン ン で開催 た日米シンポジウム パワーレーザー 

による高エネルギー密度科学技術の 20 年 月23 2 日 2 とIFEフォーラ

ム ーム ージ 有識者会議 と、20 6 年から 20 年までの

、 ならびに ３ レーザー 合によるエネルギー開発に向けた有識者会議

(3 と IFE フォーラム ーム ージ 有識者会議 2 )の議 を けて、

20 年 月 有識者会議を した。 有識会議では の を する

ための な を議 することになった。 

 パワーレーザーを いた高エネルギー密度科学は、レーザー 合な のエネルギ

ー開発に 、 ラ の の学術 高エネルギー密度科学 の

成とい い な ーションに ながる しい技術の が多く で

る学 分 として、 に の重 が すとともに大 く進 している。我が国

は、レーザー 合と高エネルギー密度科学に関する多くの と を推進するた

めのパワーレーザー技術に ける国 を有して 、 かにこの分 の研

究 を すること。 

 我が国の なパワーレーザーに関 する国 る技術を ールジ パ

ン で 合することで、 の高 しパワーレーザー 合 を する

が る。 らに I I 技術によ 多 な ーザーに で る ー 技術を

導 することで、最先 学術の開 から 会を かにする 近な技術開発まで、

い研究者が で る国 な の を ること。 

３  らに、 国 な を推進する となる上記分 の を し、高エネ

ルギー 学、 学、 ラ 学な の 科学 レーザー 合な の

エネルギー学、 科学、レーザー工学、 工学、 報科学な 多 な学

術の 発 とともに、 の ー ルに活 で る の 成に

すること。 

パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議 20 年 0月

ならびに 有識者会議 2022年 月 を開催し、レーザー 合研究開発の推進

を 議した。 、2022年 月には日本学術会議とIFEフォーラムの共同主催で 開シン

ポジウム のエネルギー科学技術に向けたパワーレーザーと高エネルギー密度科学の

と を開催し、学術 の動向を有識者会議に議 に した。 

の有識者会議で た意見の まとめに 近藤議長よ の が っ

た。 有識者会議としてはこ までの議 を ま て、わが国の 、 に いてこ

までの 議で た 意見が重 とい ことを に が る。 の

内 を と することが大 で る。 のため、こ までの有識者会議からの意見
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を ま て らに を していく が る。こ だけ の が わって たこと

も し、いただいた を にして を する を い、 の る 言を

会と共有で るよ にしたい。  

議長 の まとめは、日本学術会議 総合工学委員会 エネルギーと科学技術に

関する分科会と、分科会に た パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小

委員会に ける 見解 多 な が活 で る大 パワーレーザー の と国 な

の の 成 と並 して進めら た。 の 成 に たっては、

の有識者会議 からの意見と の後の動向を した。 

 日に か2 の爆 果を ー エン にかけるため、米国では 0

年間の 果を っとため けて、 を に 学 を て最 していっ

た。 のため、 IF が 200 年に 成して 20 年の を していたが 成

で 、 の後 を解 して成 に った。我が国では、高 し

ラ で た ー を 学 に る で る。 の 長で、

合の のものの最 をすることをすすめ、 合 に な る で

る。 

 Eの フ フュージョン エ ジー エン ( FE )が

主催のワー ショ で に活発な議 が わ   が ーワー にな

った 並びに、IFE フォーラム ーム ージ 有識者会議 5  

。また、 ー パ でもフュージョンエネルギー開発の が高ま

っている 並びにIFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 5 2 

。 の は、 合はい も 20 年先 30 年先と言っていたがだい が

わって たとい ことで る。我が国も す で る。 

３  E を ールジ パンで となって パワーレーザーの学術

を進め 、レーザー 合の を で を先導で る。 の推進に

は、202 年 に したレーザー 合 ー 企 E F との が

重 で る。 

 E が にまとまって ている。ここまで たら ショ ル ジ

として、 っと 上 ることが になる。国として 上 るには、

の が 、 だな とならないといけない。この に 、 らなる

が で る。 

 55 年 大会のパネル が る の で、 間 に

よるフュージョンエネルギー ーションが となった

2022 5 。 合の に 間 が って ている。 では

間 の は2020 年で が2 000 、202 年には 000 て 3 000

になって 、 合を した研究に 間の が っている。この ージ

は よ、 とい ことで、 の の研究開発の ルが わっているこ

とを念 に く で る。 
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の後、日本学術会議の見解が るとともに 並びに、IFEフォーラム

ーム ージ 有識者会議 6 、 科学 の学術研究の大

ジ の推進に関する 本 ー2023 ー に た 2 画の

として大阪大学レーザー科学研究所が とな した 多 な が活 で

る パワーレーザー国 共 ラ フ ォーム ( E 画)が た

は 2023 222 00003325

。

E の は の で る。 

パワーレーザーは、学術 成 技術 が 、 に 進 している分 で

る。本 は、我が国の を活かした の高 し大 パワーレーザーによる国 共

ラ フォームを ー ルジ パン で し、 の 、 合エネルギー

の ( ラ )、 高 の 生( )を して、エネルギー密度の高い

な 科学の開 で を先導するとともに、 同 間で学 国 学 を

推進することで、科学技術 ーション 、  成 の を

すもので る。 この は 0年 画で る。 

な 、科学技術 学術 議会学術分科会研究 会 学術研究の大 ジ

に関する 会の は の で る。 

我が国が を 高 しパワーレーザーを生かして先導 な研究を こ

とで、  科学、 科学、 ラ 科学、 学な い分 の が で

る。また、 主 は共同 共同 研究に いて 分な を 、 ュ  の

成を めた も 分に進 していることが めら る。 と高い をしている。

、 意 として 技術 位 と 画は高いレ ルに る 、見 ま る学術 成

果の見 しに いて、 なる 明 が で る。また、技術 の ー が

い分 で 、日本の 技術 な 位 を長 にわたって ための を った

が めら る。 が ら ている。 

 上の議 動向を ま 、有識者会議はレーザーフュージョンエネルギー開発の

学の と 後20年、30年先の動向を 、 を とする。 

E では、 ールジ パンで 学が となって パワーレーザーが

開く科学技術を推進し、レーザーフュージョンエネルギーの に向け を先導

すること。

レーザーフージョンエネルギー開発の推進には な 工学技術の開発が で

、 じ めフージョンエネルギー開発 レーザー 合 ー 企

な との の が重 で る。

３ E の らなる 画の をすすめ、 ショ ル ジ として

っと ることが当 の で る。国として 上 るには、 の が

、 だな とならないといけない。
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でフュージョンエネルギー開発を した研究 の 間 の が

いている。この ージは よ、 とい ことで の の研究開

発の ルが わって ている。こ を念 に 20年、30年後の長 を

す で る。
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パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

はじめに

パワーレーザーが く 高エネルギー密度 の科学技術 学術は、 合

エネルギーをはじめ、 、 学、 成、レーザー 工、 導

技術、 会 ンフラ のフ ン 技術 ーションの で る。また、

パワーレーザーの 会 ー が に高まっている。こ までの有識者会議の議 (

)と、20 年 月米国ワシン ン で開催 た日米シンポジウム パワ

ーレーザー による高エネルギー密度科学技術の 20 年 月23日 2 日

と、 ３ レーザー 合によるエネルギー開発に向けた有識者会議 20

年 2 月 2 日 ( 2)の議 を けて、この分 の我が国の を 推進す

るため、 有識者会議を することになった。 

内 の動向

 20 年には、 レーザーの によ と  の が

ー ル 学 を 、 の  E  I 、 米国科学

ーのレポー にもと  が 、 らに、米国エネルギー 合エ

ネルギー科学 FE の 合エネルギー科学と しい 報科学分 合

F  E      I  での高エネルギ

ー密度 ラ E の推進 の しい動 が いだ。また、 IF によ

、レーザー 合 を見 るよ になる 2 と共に、我が国では高 が進

した 3 。 らに、20 年 月には、日本学術会議主催の パワーレーザーによる高

エネルギー密度科学に関する日米シンポジウム が開催 、日米 によ た

な日米科学技術 が た 。 

 上 の内 の動向よ 、 長 な科学技術分 の としてパワーレーザー関 分

の は大 い。この な を ま 、パワーレーザー科学技術を先導して たわ

が国が 国 会で ー ーシ を するため、有識者会議による 後の推進

を する が の で 、 の として有識者会議を した。 

議

 レーザー 合をはじめとするパワーレーザーと高エネルギー密度科学分  

    の研究推進  5 、 

 国 研究ネ ワー 、 

 ３ の科学技術を担 の 成と国 、 

 科学技術 本 画 の 言 
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有識者会議 間  

  パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議 

  (20 2022 3 )  

 

 米国 ショ ル科学 ー( )のレポー   I  

 は、 パワーレーザーが開く科学の重 を し、 年、 

  が 上がった。

( 2 3

 ) 

2  レーザー 合研究の しい 開 

   IF による の進 で、 合 50 を した。こ は、爆 ラ       

の エネルギーの となる。すなわ 、 ラ 2を意 し、   IF

で を見 るよ になった。 の後、2022年 2月には 合 は3 5  

した。こ は、 したレーザーパル エネルギーの 5 で 、所 、

を 成したことになる。 

3  FI E ジ 高 による高 爆 ラ の   

    に 、 報  20 0  

 20 23 2 のワシン ン の日米シンポジウム パワーレーザーによる高

エネルギー密度科学の が開催 、同 に日米 、 E によ

、高エネルギー密度科学分 の日米科学技術 が た。 

5  2  日本学術会議 ー ラン 大 研究 画 集 。 

    日本学術会議は 科学技術 画 202 2025 に 画 
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2 パワーレーザーによる高エネルギー密度科学技術の

日米シンポジウム

) 主 催 日本学術会議 総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会 

) 共 催 国 大学 大阪大学レーザー科学研究所、 

国 研究開発 科学技術研究開発 関 科学研究所、 

国 研究開発 学研究所 科学研究 ン ー、 

ーレン 国 研究所、 

ー大学レーザーエネルギー学研究所、 

国 研究所     

３) 後 援 IFE フォーラム、 合 国日本大  

)  レーザー学会、 日本 学会、 ラ

合学会 

) 日 成3 年(20 年) 月 23日  2 日  

)  所 E           

) パワーレーザーは、 合 の エネルギー科学技術に深く

関わっている。パワーレーザーが く 高エネルギー密度 の科学は、

の で 、レーザー 工 、 成、 合 の科学技術

ーションの にもなっている。本日米シンポジウムでは、当 分 の我が国

内 の研究開発の を し、 高エネルギー密度科学分 の日米 に向けた

の推進 が議 た。我が国内 で大小 ま まな パワーレーザー研究

が を開 し、国 に高エネルギー密度科学研究が に 開している。本

分 に ける研究開発の進 と日米 に 意見 するため、 成 2 年 月開

催の米国 ーレン 研究所に けるシンポジウムに 、日米シンポジウム

を 米日本大 で開催した。このシンポジウムは のシンポジウムで 起 た

国 の推進 を議 すると共に、 たな として が進 でいる

高エネルギー密度科学とレーザー 合に関する日米 の に 、日本学術

会議の 動  を し 科学 技術の ュ ル ー に関する 委員会

報告の 2 に して議 した。 の 果、このシンポジウムで、レーザー 合

エネルギー開発に と 後 研究開発 画が日米で共有 、日米

の しい が  E FE     と 科学  

大 議  の によ た 。 
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         書の    、  の  

はIFEフォーラム ーム ージ 有識者会議  

 22 6  

2  22 66  

− 4−



3 3 レーザー 合によるエネルギー開発に向けた有識者会議

20 年 2月 2 日

 IFE フォーラムは 記有識者会議を し 20 年 月レーザー 合エネルギー開発

に関する 言をまとめ、近藤議長よ 科学 務 に 明し、 した。

、 務 よ パワーレーザーに関 する科学技術を発 大 る によ 、

レーザー 合の を すのが で る との ン が った。また、議員から

の意見でも、パワーレーザーの学術と を く に て、レーザー 合研究

開発を進める が で ると た。 の後、20 年 月23日、2 日には、日本学術

会議主催の日米シンポジウムが、米国 ン ワシン ン の日本大 に い

て開催 、同 に 高エネルギー密度科学に関する日米 の ジ

(  )が 、高エネルギー密度科学推進の が高まっている。 

 上記の を けて、 後の推進 を議 することを に20 年 2月 2 日 ３

有識者会議が大阪大学 ラン にて開催 た。 

と報告に 、 我が国の パワーレーザーと高エネルギー密度科学研究ネ

ワー と 有識者会議の が 議 が た。会議で

た意見は で る。 

            

・ ネ ワー に いては、最先 の の 成を したネ ワー 研究

ラムが20 年に 了し、パワーレーザー関 技術のフ ン を開 する上で、

研究 の が重 。 

・ な研究分 の発 には、 成が か ない。 パ を開 する上で

も、 学が となった が重 。 

・ パワーレーザーによる研究 を るだけ い で ることが重 。 

・     E 、 国のネ ワー の と

で る   

研究 が 。 

・ 会 の 明 ウ ー の が重 。 

・ 研究成果を ー に 画の 成 を明 に す が重 。 

  

 上の意見を ま て 、有識者会議に いて、パワーレーザー、高エネルギー

密度科学とレーザー 合の推進 を 議するため、 有識者会議の が

た。 

はIFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 2  
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パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

記の  IFEフォーラム有識者会議は、 の ン ー ルに いて令和

年(20 年) 0月 日( )開催 た。有識者会議議員ならびに専門委員会委員には、

各  の ー ーに いただいた。20 年度までの有識者会議に 、 発

 近藤駿介 長が議長に した。  

の有識者会議の議 を て、 年度からは関 分 も でよ い か 

らレーザー 合研究推進 に 助言をいただく になった。会議は の近藤議

長の から まった。科学技術 ーションの推進に いて本有識者会議の の

重 が ら た。 、三 会 大 主 技 、 議 議員、

介 議 議員( 2、 3)よ が 、レーザー 合 パワーレーザーの

研究開発推進 の が ら た。 

 近藤議長   

2 議員 と大 議員、 正 議員  
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また、 ザー ーとして いただいた 科学 研究開発  研究開発

から、 ならびに ー で、 合研究が国の重 として位 けら てい

ることと 科学 の研究開発 の に 発言が った( )。関 して、

我が国内 に ける 合 ン ー に が 、 合は に する分 で

、 成 とい よ 技術の開発に が る。 関の だけでは

が るので の も て、米国 の ン ー企 の を に てい

たい。 との が った。 

3 介議員 と 議員、 議員、 議員  

 研究開発 ー   
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 有 会 学  学 長 大学 から、 日本のエ

ネルギー の を よ と する が った( 5)。 では の議

が った。  

が しているな 日本の学術に を感じて 、国 大学の

高 が しないことを している。 

  

5 有 議員   

後エネルギー が 大する。 も 。エネルギー関 技術の開発が

で る。 に日本の を して しい。  

発 も研究 の で国内は進 でいない。 では ン ーも って

開発している。 

合研究では I E  ジ の 成を したい。レーザー 合にも

している。  

報告

レーザー 合と の関 分 の推進 に関する 議に先 、最近の動向に 、

大阪大学レーザー科学研究所兒玉所長、日本学術会議エネルギーと科学技術分科会パワー

レーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会 三間 、IFE フォーラムレーザー

合 委員会 委員長よ 報告が 、 の が った。 

− 8−



大阪大学レーザー科学研究所の動向

レーザー 合研究と高エネルギー密度科学研究推進 に いて報告が 、0  

し 00 ( )の E  レーザー を開発 する国 な 学共同研究

共同 研究 が た。 

しい し高 パワーレーザー技術を する レーザー 合 を

我が国のレーザー 合研究開発 が た。  

 

工学の から シ ムの も す ではないか。  

 

会議でも の が まっているので、 援して しい。 

  

ル レーザー ームの ン が ている。 にも るか。  

 

発生する を す となる。 

 

を した研究で ることで が てる。ただし、 まで ると の

い な 、 を ける が多い。  

 

としての解 す は多 るため、しっか と していく。  

日本学術会議小委員会報告

日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会の パワーレー

ザーによる高エネルギー密度科学小委員会に いて パワーレーザー技術と高エネルギー

密度科学と 成 に関する 言を す く議 を っている。 

 

多 と 科学技術を推進する 学 成まで 言に める 

で る。  

学術会議では、学者のための科学と わ ていたものを 会のための科学とするため 

に 間の を進めている。2050 年の日本の も議 して 、  

を各分 でまとめている最 で、 エネルギーに関する が る。  

 

パワーレーザーの エネルギー分 の に いても したい。 

レーザー 合 会議報告

 レーザー 合は阪大に 、 成大でも技術開発が進 で

、 に ながる技術が に進 している。 レーザー 合 を し

る。 
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会議で に としてかか ているものはなにか。 

 ( ) は 合発 を にかか に けた を議 している。  

レーザー 合のための企 は しない。企 の を の に進めるのか。 

  ( )まだ の が ていない。 の になる。  

合 な の を担 学生を に てもらいたいが ポー は か。 

( )IFEフォーラムからの支援を けたい。  

は多く るが、 に で ないとレーザー 合 のものが成 しなくなる

 は かとい 所を議 して することを 。 

議

レーザー 合、パワーレーザーと高エネルギー密度科学に関する有識者による 議は

の 。 

会議で発 の を としたことは で る。  

パワーレーザーの として、 、 、 、

合推進 な 多くの が で る。  

国 大学 のと に は ら ない、高 を すと てい

たが はなっていない。この に 、 の ン が った。 

)総合科学技術 ーション会議に いて 日本学術会議会長が主 してく てい

る。 

2)阪大レーザー研の も の に い している。 の は

を し っているが、 の が重 で る。 

3) の が っているのが に 。 

) は を することからすると、 が ることよ シン

ム 、研究 が起 る。大 の の を る が る。  

合に し、重 ン ュー ン 合な の は か。関 する

ン として、 

)レーザー 合 会議の には重 ンの も っている。重 ンは が   

大 くなる が る。 

2) の の も 、多 の る 会議にしたい。  

ウムな いに 重が めら るものも 合 にしっか 。  

ュ の は小 いと かがらないため、い い な分 と関 を けて の

分 にこ らが するだけでなく、 の分 からもこ らに 向いていくことが

で る。 国の動 を ルとする が る。  

レーザー 技術は 合 にも な が で る。 ュ の を い

て らに るレーザー を った。 会議にも阪大 の多 から を集め

た。  

研究の多 に しているが、 ル の を ら ているよ

で る。こ に関 して の ン が った。  
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) 合研は研究の多 をもって進めたいと ている。 

2)国は  I E  をすすめているが に集 することを最 したわけではな

い。ただし国の の位 けでは、 ル レーザーは学術となっている。 

3) に関して、レーザー では高 を だが、最 ー が だけで、

の にも は で 、 こはレーザーのフレ シ かが生 ている。  

パワーレーザーの している は レーザー 工しかない。 ンフラの に

は がまだ高く でない。パワーレーザーフォーラムでも も めて議 し

て しい。 

企 としても ー ン な 研究を進めて 、 合も 援している。 

レーザー 工に ているが、 の の に いても、レーザーの

も めて を進めている。  

後の  最後に、 上の多くの意見を生かす に 議した。 の 果、 後

の有識者会議の進め として、 の が た。  

後、で るだけ い に有識者会議専門委員会を開催し、レーザー 合 会議

の 議 の報告を け、IFE フォーラム 言 の を る。  

を見て 2 有識者会議を する。  
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5 日本学術会議 IFEフォーラム 開シンポジウム

のエネルギー科学技術に向けたパワーレーザーと高エネルギー密度

科学の と

記 開シンポジウムが日本学術会議 総合工学委員会エネルギーと科学技術に関す

る分科会 とIFEフォーラムの主催によ 、2022年 月3日 ンラ ンで開催 た。大

阪大学レーザー科学研究所を主会 として  で 、の 上

の が った。 

会議の 、エネルギーと科学技術分科会パワーレーザー技術と高エネルギー密度科

学小委員会委員長近藤駿介よ 、 の 明が った。 

日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会は、2020 年 6 月に、

パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の と 成 と する 言を

した。この 言は、 レーザー 合 、 高 科学 、 レーザー生成

ーム 、 レーザー に関する研究開発が、 のエネルギー科学技術

活動 の とこ を担 成の も ま て、 しい国 のもとで推進

ているので、我が国としてはこ らに して進めて ているパワーレーザー 高エネ

ルギー密度科学の研究開発を し、 最高レ ルの し 高 の大 パワ

ーレーザー を し、 たな学術の開 成に がる 成に

ールジ パンで とい もので る。 

分科会はこの 言を ま て、この分 の研究開発を、我が国のエネルギー科学技術の

進 に の 技術 の 成と 成に することも に て す

る かに 、 エネルギー エネルギー に関する分 からの も

て議 することは、2050年 ー ン ュー ラル( )が ら ている 、 を て

いると 関 分 の の報告とパネル とで 成 るこのシンポジウムを

開催することになった。 

、パネル を てシンポジウムの議 を総 すると の で る。 

研究 画を てるに た 、 (   )を し ま

での ー を 成して議 する が る。 はまだまだ には

なじ の い言 で る。 5は の での で 、こ は っ

ている研究と 同じで る。しかし、 6 らいまで くのは と ー

ルが高い。 パワーレーザーがもたらす先に る ールには、い なものが

る。高 しパワーレーザーは 学な の学術 の なら に が

っていくのが共 識だが、学術 での も るとよい。 

米国ではパワーレーザー の を米国では 0 関 らいで っている。 の
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でまとまって を っている。我が国も、米国のネ ワー と ン しパ

ワーレーザーの を ことが重 で る。 、我が国のレーザーネ ワ

ー にはレーザー 工分 の ジ ル ラン フォー ーション( )が る。

成を めた で国 を進める で る。 

最近の日本の科学技術の が になっている。 の は、 の の

関に って ら研究する意 を 研究者の の で る。 の 果として、

との共 が しく っている。 での研究開発では、 の との

ネ ワー で 研究者の 成も めて が る。 

３ で多 の大 パワーレーザー では、 の から 合 ラ の

科学まで、 しい が 開 よ としている。 と共に日本がこ からの

に と る学術 を先導していくためには、最先 の研究をで る が重

で る。 E な の大 パワーレーザー は、 と する研究 を

するもので る。研究 が国内に るのは、日本の い学生 この分 に進も と

っている 研究者にとって、とても になることで る。 

 上の議 によ 、 パワーレーザーと高エネルギー密度科学は、科学技術 技術

に ける 5 0の ならびに の 成に重 な を果たすもので 、長

に我が国がこの分 の研究開発に いて を するには、国 成のため

の としての を国内に で 、 いては国 に ー ーシ

を る の 成に すると た。 

 上記のシンポジウムの の内 は の に す で、 学術の動向 の 集

として た。また、シンポジウムの ラムは の で る。 

                  ラム

 はじめに  

2  I  

2  フォ 発 レーザーの進 と  究 の 導 パワーレーザー

の を して 

  進 (学術会議 会員、 大学工学研究科 ) 

2 2 エネルギー科学に けるレーザー シン の と   

 小   ( 大学 研究所 )  

2 3 パワーレーザー 高エネルギー密度科学の と  

 兒玉了祐 学術会議 会員、阪大レーザー科学研究所所長  

3  II 

3  ー ン ュー ラル に向けた エネルギー の と  

 藤 学術会議 会員 会 フ ン ショ ル フル

長  

3 2 エネルギー科学技術に けるレーザー 動 ームの  

 内 国 研究開発 科学技術研究開発  関 研究所所長   
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3 3 エネルギー最 に向けた の  

 合 エネルギーシ ム 会 エネルギーシ ム開発 ン ー

ジ ネラル ネージ ー  

 総合                 

 ー ン ュー ラルに向けたレーザー技術の   

2 総合 に ける  

2  パワーレーザー技術と 成と   

2 2 エネルギー による の に いて  

2 3 ネ ワー 国 、 成  

2  エネルギー科学技術と学術研究の と研究開発   

2 5 総合 まとめ  

5  会 

はIFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 3  
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 学術の動向 2 2023年 月  集 パワーレーザーと高エネルギ

ー密度科学技術の進 と 成 の

2
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6 2 パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する

有識者会議

 2 IFE フォーラム有識者会議は 2022 年 月 日 議

議員会  国 会議 に いて開催 た。この会 で開催で るよ になったのは

議 議員の 意によるもので る。会議は のよ な で開催 た。

 会議 議 議員会  国 会議  

会議に先 、長年この有識者会議でご助言いただいた 有 先生のご を

を た。 いて、有識者会議議長 近藤駿介 発 長 よ

、 の開会の が った。 

この有識者会議はこ までに各 に して、レーザー 合の を して、関

分 の 大を に て、 成に関する な を す しとい 言をし

て たとこ です。 、学術会議では 2020 年 6 月に、このことに関する専門 から

成 る小委員会で、2 年にわたって議 を ま た を にして、 パワーレーザー

技術と高エネルギー密度科学の と 成 とい ルで 言を しま

した。この 言は、多 にわたる分 の の解 に する多 な研究を推進するの
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に した、多 ーム高 しの大 パワーレーザー をも 研究 を す

る としています。 

この会議の ン ー で ます 合では、200 年に米国が国 、IF

を 成 て、 の 成を が見 っていました。 、担当者は な

を重 て とシ ュレーションによ パラ ー ーを ー し、 ー ならびに

レーザー を し、202 年 月、 を することに成 し、 めて

合の が ました。 

に るには、いわ る の とか の とか ーウ ンの とかをいかに

ていくかの議 をこ から めなけ な ま 。 ものこの の議 に いて、

日本としてこの に いて、 後 ことを し、 の に いていく

か、 るいは支援を めていくかとい ことを する有意 な とな ますことを祈念

して、 の開会の い といたします。  

いて、主催者を してIFEフォーラム 長 関  務 の

の後、 介 議 議員ならびに 議 議員よ をいただいた。 

 高  IFE フォーラム 長 、 介 議 議員  

    議 議員  

会議 の としてレーザー学会会長 間和生 ( 技術総合研究

長)よ 、 のパワーレーザー関 の科学技術 の が ら た。 

レーザー学会の会長としての の として、2050年 ー ン ュー ラル のレー

ザー技術の に 言書を 年の 月に した。この 言書では、レーザー技

術が ー ン ュー ラル に向けて に有 で るとしています。 

レーザーは に が進 で ますが、レーザー技術をまだまだ発 なくては

いけま 。 を らに上 るとか、 長 を 大することによって、
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で るとか 明とか 動 とかの が るは です。 らに の とか、

日 になるレーザー 合で しい分 が がっています。 

 に 導 レーザーは、日本が に い分 で、ここを の にして らに く

することが だと っています。 50 60 度の を 0 上にすることに

よって、 の の の が大 く わると います。 いまして、先 で し上

ましたよ に、レーザー学会では所 の先生 に いして、2050年 ー ン ュー

ラルにレーザーが だけ で るかをい い と ました。レーザー技術を し

たエネルギーの生成、 るいはレーザーを ったシ ムが 進 ていくと を ら

ま ています。  

レーザー学会会長の に 、本会議の主 で る パワーレーザーと高エネルギー

科学技術 の動向と我が国の開発 に 大阪大学レーザー科学研究所兒玉了祐所長よ

の 明が 議を開 した。兒玉所長の 明 を のよ で った。 

パワーレーザー ( E )を ていただ たい。こ までのパ

ワーレーザーの研究開発では、エネルギーをで るだけ大 くして、 合の を

するとか、レーザー 度を くして しい の を 学術を 開することが

て た。こ に し、20 5年 の関 ュ の議 で、高い しの

の大 いレーザーで を先導する となった。 の 果、 しを上 るこ

とで、 しい学術、 しい技術を多く生 すことがで 、 らに最近の ー エン

に な ー を しレーザーによ ることがで る。 

、 の 合 IFでレーザー 合の が し、 た

なエネルギー となる が て た。 ー ン ュー ラル 2050 年が 会 な

で、 こから すると 2030 年ご までに、レーザー 合 の

が となる。 の 合 は 日に 2 らいしか てないレーザーで 、

大阪大学の のレーザーも 間か2 間に しか てない。 、高 のレ

ーザーがい なとこ で開発が進めら て 、レーザー 工な に向け しレー

ザー開発が進 でいる。わ わ も 0年 らい から 導 レーザーを 起 にして、

日本が 意の ラ レーザーを とする開発を進めている。 の 果、 、

間に 00 てるレーザー開発を進めている。2050年の ー ン ュー ラルに向け、

レーザー 合発 所では ー 00が る。こ に し、 を

に ことでよ い ー でエネルギー が とな 、技術開発の

ー ルも がる。 

 上まとめると、2030 年までに多 な高 し大 レーザー( E )を いた研

究開発を開 することが重 で 、レーザー 合で を先導するためには、

を に 上 ることが で る。 らに、 によ を すること

成の活 が で る。 に、2030 年 の研究開発の 開を たと 、

がなけ いけないのは 成で る。2050年を見 して を てるには、

しパワーレーザーを多 に多くの研究分 の に ってもら ことが と てい

る。こ までも 言して たよ に しパワーレーザーは、 しい を すと

か、 るいは の を く とかい な に ことが で る。 果
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に から が集まって、 が と っている。我が国の 後の推進 に 、

ご意見を賜 いで る。  

 上記の兒玉所長の を けて 議が 、多くの貴重な意見をいただいた。いく

かの意見と を 介すると の です。 

 IFによって、 合 に成 したとい のは大 なことだと います。 の後の

として、 らに 合 を高くすること。 日本として しを るな

して、 を す。３ エネルギー として を する。 の で こに を

て としているのか  

 日本は を し、 しのとこ に を いて、で るだけ く を

ていくとか、 を てるとい とこ に したいと っている。 

 IFで、 ューラルネ ワー な を ってパラ ー ー が まくい 、画

に が上がったと いますが。 ューラルネ ワー は を って、 い の

進 に ながったのか。 

 日に か2 の爆 果を ー エン にかけるため、米国では 0年間

の 果を っとため けて、 を に 学 を て最 していった。 

 のため、 IF が 200 年に 成して 20 年の を していたが 成で 、

の後 を解 して成 に った。我 も、 ラ で 学 を

るため ー を るよ にしています。 の 長で、 合の のものの

最 をすることを めかけている。同 のことが 合 になっても と ている。

関 して、 の ン をいただいた。 

 E の フ フュージョン エ ジー エン ( FE )が主催

で、 年の2月の に、ワー ショ が開か 、日本から した。 に活発な議

が わ   が ーワー になった。 なよ な で、 合はい も20

年先30年先と言っていたがだい が わって た を った。 

めて E を いたのは 5 年 20 6 年 で る。 、こ なら ールジ

パンで動いて、 となって、 パーレーザーの学術、 、 してレーザー

合の を で 、 を先導で ると は感じた。 はジ ポ に

て、 年 にレーザー 合 ー E F を有 3 で した。 

 兒玉先生の が にまとまって た で る。ここまで たら ショ ル ジ

として、 っと 上 る動 が てくることが になる。国として 上

るには、 の が 、 だな とならないといけない。この に 、 かいい

が で る。 
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 が る の 、 間 による 合 ーション とい ル

の が った。 合の に 間 が って て 2020 年で

が2 000 、 年後202 年には 000 て 3 000 になったとのことで る。

らい 合を した研究に 間の が っている。この ージは よ、

とい ことで、 の の研究開発の ルが わって ているとい ことを念 に

く が る。 

  

上の と ン をもとに、近藤議長よ 後の活動に の が った。

有識者会議としては専門 の議 を ま て、わが国の 、 に いて本日の議

が重 とい ことを に が る。 の 内 を とすることが大 で

る。 のため、本日の とご意見を ま て らに していく が る。こ

だけ の が わって たことも し、いただいたご を にして を する

を有識者会議専門委員会で い、 の る 言を 会と共有で るよ にした

い。 と会議が総 した。 
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日本学術会議 見解 多 な が活 で る大 パワーレーザー の

と国 な の

   この見解の は、総合工学委員会 エネルギーと科学技術分科会 ならびに、当分科

会に た パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会 で ま

とめら たもので る。 

成の

高エネルギー密度科学は、パワーレーザー技術の進 とともに発 し、学術 成 び

技術 に することが近年 に く ている学 分 で る。我が国は、この

分 に いて に する成果を上 て たことに て、 この分 に ける

者の を担 との から、日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術

に関する分科会よ 言 パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の と

成 2020 年 月 6 日 が た。 こでは、 最高レ ルの し 高

の大 パワーレーザー を高エネルギー密度科学推進の として に先

けて し、 たな学術の開 成に ながる 成を で

ると た。 

同 言 後もパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学は しく進 を け、大

パワーレーザー の開発 ネ ワー が多くの先進国で進めら ている。我が国に

いては、最近、 し動 が な大 パワーレーザーを するための技術 レ

ー ルーが った。また、米国に いては、202 年に 合でエネルギーを すた

めに な な 合 が 、 上 めてエネルギー の に

するな の 開が った。このよ な進 を に、米国に ける によるレーザー

合エネルギー開発 、 米 に ける高エネルギー密度科学推進 の に向けた

な動 が る。 

このよ なパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の な進 と な

の 、 を することなく我が国の をいかした の が、我が国がこの分

で を先導していくためには、 な に る。 

び

パワーレーザーは、 の で 見 なかったものを見 るよ にした 、こ まで地

上に しない を く した で る。 、パワーレーザー を の の

分 度の小 な に集めると、 間 0 2 度 に 0 の

の ラ を で る。パワーレーザーは、このよ なエネル

ギー密度の高い を く し の本 に関わる しい学術を 成

で るとともに、エネルギー、 、 な 会に 多 な 技術を生 す

ことがで る。 のため、パワーレーザーによる高エネルギー密度科学として で重

が し が している。 
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我が国は、この学 かな高エネルギー密度科学に関する多くの と を推進す

るためのパワーレーザー技術に ける を有している。 

で、パワーレーザーを いた高エネルギー密度科学の国 な重 にもかかわら

、我が国では、 を生かし る技術を集 した多 な が活 で る ールジ

パン の となる高エネルギー密度科学の が ていない。 

また、我が国の となる 技術の活 に関しても、 、 ラ レーザー

日本発の技術が ではい く大 ジ で ている 、日本では

となる 技術を生かした ジ が なく、 の活 に関しても ている。 

しい に し多 な が活 で る国 る高 し大 パワーレーザ

ー を有した を かに するため、技術開発の と 、 で

か る学術 科学技術の 、 らには 本 技術 の が を明 にする

が る。 

こ をもとに、多 な の と の が で る高エネルギー密度科

学の分 に いて を先導するとともに、 の学術分 の と 発 を と

する 会 の を した学術研究の を明らかにする が る。 

見解の内

パワーレーザーを いた高エネルギー密度科学は、多 な の と の

を で る学 分 として、 に の重 が すとともに に発 し

ている。 に最近では、パワーレーザーの技術 レー ルー 、レーザー 合研究

の ル ーン 成、 に く米国 の高エネルギー密度科学推進本 の動

な 、大 な進 が った。このよ な な進 と な の 、我が国がこ

の分 で を先導していくためには、 の の で を することなく我が国

の を活かした を する で る。 のため、多 な ー ル ー

の意見を ながら、 に で る。 

パワーレーザーに関する我が国の で る る な 技術を かに

合 集 し、シ ム と を し、高 しの大 パワーレーザー

を に先 けて することに する。こ によ 、 しい国 に い

て、多 な の活 による な共 を し るパワーレーザー を有

した国 な を する 。 

て、 で か る学術 科学技術の び 本 技術

の が を明 にし、当分 に いて を先導する ールジ パン を す

る。 

こ らの によ 、多 な の と の を する高エネルギー密

度科学とい 大 を 、 科学、 科学、生 科学、エネルギー学から

技術な な分 に なレーザー科学とい 大な学術 科学技術

成の を 成で るとともに、エネルギー学 科学な と く することで、

我が国の学術と 会の 発 に で る。 
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見解の

 はじめに   

( )  を先導で る分 の ジョン   

(2)  と    

 

 

 

 

2 国 る大 パワーレーザー の   ３ 

( )  の大 パワーレーザー   ３ 

(2)  する大 パワーレーザー    

(3)  国 る大 パワーレーザー 向けた技術    

レーザーシ ムと 学   

レーザー 動 ーム  

多 に活 で る高 し大 パワーレーザー   

 

 

 

3 高 しパワーレーザーを有した で か る学 な学術   

( )  高エネルギー密度 の 科学   

 レーザー 工学  

 科学のための 技術  

 が支 な高エネルギー密度 科学  

 高 の 学と地 科学  

 高 の 科学  

 

 

 

 

 

(2)  高エネルギー密度 の ラ エン   ３ 

ラ 学  

レーザー 学  

レーザー 合科学  

レーザー ラ と 科学  

３ 

 

 

 

(3)  高エネルギー密度 の科学   

高 度 学  

学  

 

 

 本 技術 の 大による 会 の    

( )  たな 成   

(2)  による分 の が    

(3)  会が とする技術の発    

 、 が る先 技術 の   

 国 の 発 の となる重 な技術 の   

 ーン ラン フォー ーション の   

 

 

 

5 わ に   

は IFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 6  
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 ジョンと の ー 小委員会 成  
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のIFE開発

に いては、国と ー 企 が してレーザー 合も めフュージョ

ンエネルギー開発の が高まっている。ここでは、米国と の最近の動 を 上

介する。 

米国のIFE開発

 202 月の IF による 成を け 、米国 E FE 主催

のワー ショ I  E E  EE    I E I  F I  E E 議長 

  共同議長     が 2022年 6月開

催 た。 の後、ワー ショ のレポー       

    (2023 )が た。このレポー のE  

にもと く米国の IFE 開発 の を 介する レポー の は

5  を 。 

E FE のワー ショ の は の で った。 

IFE研究の  

研究の ラ ー 先するIFE開発 を明らかにすること 

３ い い な よび ンポーネン の研究開発に ける   

( )を明らかにすること 

FE と共 する を明らかにし、IFE 有の開発 を明らかにすること 

のパー ーシ の  

上記 に しワー ショ で明らかになった は のと で った。 

IFE は FEと なる技術 位 と を った るフュージョンエネ

ルギーの で る。 って、IFE を重 なフュージョンエネルギー研究開発分

と位 ける で る。 

IF による 合 と レー ー ンの 成は ーシ ルフュージョンエ

ネルギー開発に ける重 な ル ーンで る。  

３ IF による を め、米国のIFE 関 の科学技術の発 は 年にわた

主として の によるもので るが、 の 果として、米国は IFE 科学技

術の ー ーとなった。 

米国に いて、 間企 は 合エネルギー を進めて 、 の は

い い な 合 の開発を すると る。 

しい技術の と を し IFE 開発を するには、専 の しい

もしくは レー した が で る。 らの で ら る 果を

ー ン することによ 、 研究をはじめ各 ン の 、 合

の ンポーネン シ ムの開発 となる。 

I Fのシ ュレーション ー は 年にわたる と によ 、 国

の国 研究所に いて ら たもので るが、IFE 科学技術の発
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に に重 な をしている。 

ラ 合研究の が を らに発 、よ い分 の と 分

との をすすめる が る。 

に いては のよ に、I       の 成度に

いて 

 I   はレ ル               

   (   I ) はレ ル3 

F  I  はレ ル2 

 I  F  はレ ル 、 

  F  はレ ル3 

としている。 

な 、技術成 度レ ル( (   )技術成 度レ

ル(    )は 技術開発 技術成 度 で 、、

な分 に いて、 技術の開発のレ ルを するために する で

る。

          の

        2  技術 の 、 の明

        3  技術 の ン レーション(   )

          ラ レ ルでの

        5  シ ュレー び 間での

        6  地上でのシ ムとしての技術成 の

          間でのシ ムとしての技術成 の

          シ ムの 、

          最 、

上のワー ショ の 果を けて、  E FE は 2023 2に３ 所のIFE開発の

となる研究所 ーレン 研究所、 ー大学、 ラ 大学

に 2  の 202 年度 を し、IFEの開発を FEと並 して進めることになっ

た。 
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 I   2022      IF    3 5    

          

 (I F)   

IFの 合 は したレーザーパル エネルギーの 5 に した。 の後、2023

年 2月には 合 2 を 成した。 後、 0を し、レーザーの レ

ー も め を進める で る。 
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2 各 IFE に する  

E  は IFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 5

 

レポー は  

0 F 03 0

23  を  
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2 IFE 開発

の 研究 F の委員会が まとめたレポー

2023年 5月 よ

の    F大 は、 Fの のレーザー 合研究

に関する委員会の を発 した。 の で、 合研究分 に ける の 位

と、 に いて の 明を った。 合研究を のレ ルまで 上 、

合発 所を に したい。 のフュージョンエネルギー開発に関して、 は先

を って 、 の 位 を活かし、 ジーに関しては を け に、

に が る。 のための を したい。委員会の報告書は、国 合研

究の 向 よび の 合発 所 の ー の となる

もので る。 たな ラムは、 合とレーザー 合の に で

るよ にし、 を って 合研究の 進を することとしている。また、 合

発 所の のための 企 の と、 合エ シ ムの で 、企 が研

究 関の ウ ウと な ンフラに で るよ にすることで る。 のため、

企 も で る共同 をも ま まな ー 分 の を くる

で るとしている。

レーザー 合に関して、報告書は の をしている。

レーザー 動 IFE を するには、 ラ の 解、 な レーザ

ー ラ ーと ー の開発、 合 の に ら る 開発、 な工学

の解 な 、いく かの に が る。 、 の ラ

ムが フュージョンエネルギーに向けて に推進し めているが、こ までの

は ー に集 して わ たため、本 な フュージョンエネルギー

有の技術開発が で る。 ラ 学と ン ーに関わる研究開発は IFE

と FEで なるが、 の ンポーネン 、 に 合生成 ラ から た ンポ

ーネン に いて、はいく かの重 共 の技術が る。 は 後の 画を す

る に、こ らの分 では FE 合技術に ける を活 する が る。成 に

向けて、 の IFE 関 者は技術開発の ー ーシ を 、開発を する

が る。 

フュージョンエネルギー研究開発のポー フォ には、 な ラ 科学だけ

でなく、 合発 所のための技術 よび工学研究を める が 、 な研究

開発 を するに た 、IFE 研究に重 を く が る。 こ によ 、

関 する重 技術開発に ー を集 し、IFE ン の の の が

る。 にとって重 で パフォー ン の高い ジーの成長を

進するには、 に ける な ジー、 ン ンシー、開発 の

が で る。 合研究と の な 進には、 ー ン ーションを

とする で る。 
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の研究開発の は、 度の高い に の となる。 

レーザー技術開発に いて、 は を ー する専門 識を 有して 、

フュージョンエネルギー (IFE) の開発で の ー ーシ を ることがで

る。 IFE の有 な ラ ーの開発として、レーザー ラ ー よび ル

ギ ワ レーザーの の向上に重 を くことで、 は、レーザー の ー

ーとしての地位を活 して、IFE の高度な高 レーザーの の る生 のた

めの な を くことがで る。こ によ 、国 に ける の が

、 たな の ー な ール ポ ン が生ま る。 に

しなけ 、レーザー での の 位 を長 に が る。 

IFE では の高い大 生 の 合 ー が で る。 、

る と を たすことがで る ラ ーは にない。 はすでに

ー 技術に ける 大な専門 識と を っている。すなわ 、発 ー

の ルの 、 工、 よび 技術の専門 識を有して 、 ー

開発で先 に 会が る。 開発 の を 、重 なエネルギー

を し、IFE 合 の重 な を 国に することにな 、 な と

エネルギー の が生じる が る。 専門 委員会は、IFE ー

と ンジ ーを大 生 するための な ラムを し、正 な ー

ン を することを推 する。 

３ ラ が して するエネルギーを ける として、 、 、

よび の開発が の 合発 ラン の最大の で 、発 ラン

の ー ン ーの工学 の となる。 こ には、 、  、 に

ら る 学 開発が ま る。こ らす ての分 に いて、 は な

を 、 のための研究 関を有して 、 合 の ン

シ ュレーションの を有している。この分 は の FE ラムと重 する

分が多く有して 、 によ 開発が すると る。 の研究 関が

この分 に しなけ 、 の ーは の発 に いて重 な を

果たす 会を わ ることになる。 

E  は IFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 

5 2  

また、 レポー は 

2023 230522

F E2 0 2を   
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後の と

 2 の有識者会議で た意見の まとめに た 、近藤議長よ の が

った。 有識者会議としてはこ までの議 を ま て、わが国の 、 に いてこ

まで 議した議 が重 とい ことを に が る。 の 内 を

とすることが大 で る。 のため、こ までの と意見を ま て らに して

いく が る。こ だけ の が わって たことも し、いただいた を に

して を する を い、 の る 言を 会と共有で るよ にしたい。

 上記の と の まとめは、日本学術会議 総合工学委員会 エネルギーと科学

技術に関する分科会と、分科会に た パワーレーザー技術と高エネルギー密度

科学小委員会に ける 見解 多 な が活 で る大 パワーレーザー の と国

な の の 成 と並 して進めた。 の 成 に たって

は、 の有識者会議 の意見と の後の動向を した。 

日に か2 の爆 果を ー エン にかけるため、米国では 0

年間の 果を っとため けて、 を に 学 を て最 してい

った。 のため、 IFが 200 年に 成して20 年の を していたが

成で 、 の後 を解 して成 に った。我が国では、高

し ラ で た ー を 学 に る で る。 の

長で、 合の のものの最 をすることをすすめ、 合 に な

る で る。 

Eの フ フュージョン エ ジー エン ( FE )が

主催のワー ショ で に活発な議 が わ   が ーワー に

なった 並びに、IFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 

。また、 ー パでもフュージョンエネルギー開発の が高まってい

る( 並びに、IFEフォーラム ーム ージ 有識者会議 2)。

の は、 合はい も20年先30年先と言っていたがだい が わって

たとい ことで る。我が国も す で る。 

３ E を ールジ パンで となって パワーレーザーの学術

を進め 、レーザー 合の を で を先導で る。 の推進

には、202 年 に したレーザー 合 ー 企 E F との

が重 で る。 

E が にまとまって ている。ここまで たら ショ ル ジ

として、 っと 上 ることが になる。国として 上 るには、

の が 、 だな とならないといけない。この に 、 らなる

が で る。 

55 年 大会のパネル が る の で、 間

によるフュージョンエネルギー ーションが となった

2022 5 。 合の に 間 が って ている。 では
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間 の は2020年で が2 000 、202 年には 000 て

3 000 になって 、 合を した研究に 間の が っている。この

ージは よ、 とい ことで、 の の研究開発の ルが

わっていることを念 に く で る。 

6 の後、日本学術会議の見解 並びに、IFEフォーラム ーム ージ 有識

者会議 6 が2023年 月に るとともに、 2023年 2月

科学 の学術研究の大 ジ の推進に関する 本 ー2023 ー

の 2 の 画の に大阪大学レーザー科学研究所が とな した

多 な が活 で る パワーレーザー国 共 ラ フ ォーム (

E 画)が た 。 の の は の で る。

パワーレーザーは、学術 成 技術 が 、 に 進 している分 で

る。本 は、我が国の を活かした の高 し大 パワーレーザーによる国

共 ラ フォームを ー ルジ パン で し、 の 、 合エネルギ

ーの ( ラ )、 高 の 生( )を して、エネルギー密度の高い

な 科学の開 で を先導するとともに、 同 間で学 国 学

を推進することで、科学技術 ーション 、  成 の

を すもので る。 この は 0年 画で る。 

な 、この に る科学技術 学術 議会学術分科会研究 会学術研究の大

ジ に関する 会の は、 の で る。 

我が国が を 高 しパワーレーザーを生かして先導 な研究を こと

で、  科学、 科学、 ラ 科学、 学な い分 の が で る。

また、 主 は共同 共同 研究に いて 分な を 、 ュ  の 成

を めた  も 分に進 していることが めら る。 と高い をしている。

、 意 として 技術 位 と 画は高いレ ルに る 、見 ま る学術 成果

の見 しに いて、 なる 明 が で る。また、技術 の ー が

い分 で 、日本の 技術 な 位 を長 にわたって ための を った

が めら る。 が ら ている。 

は 2023 222 00003325

。 

上の を ま 、有識者会議はレーザーフュージョンエネルギー開発の 学の

と 後20年、30年先の動向を 、 を とする。 

E では、 ールジ パンで 学が となって パワーレーザーが

開く科学技術を推進し、レーザーフュージョンエネルギーの に向け を先導

すること。

レーザーフュージョンエネルギー開発の推進には な 工学技術の開発が

− 32−



で 、 じ めフージョンエネルギー開発 レーザー 合 ー

企 な との の が重 で る。

３ E の らなる 画の をすすめ、 ショ ル ジ として

っと ることが当 の で る。国として 上 るには、 の が

、 だな とならないといけない。

でフュージョンエネルギー開発を した研究 の 間 の が

いている。この ージは よ、 とい ことで の の研究

開発の ルが わって ている。こ を念 に 20年、30年後の長 を

す で る。

       ー 2023 と 2 画の  
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編集後記

 この活動報告は、IFEフォーラム有識者会議の議長を務めるとともに、日本学術会議 

総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会パワーレーザー技術と高エネルギ

ー密度科学小委員会の委員長としてIFEフォーラムと日本学術会議が共同主催した国内

シンポジウムと日米シンポジウムを企画し、見解をまとめていただいた近藤駿介先生の

主導による活動の成果をまとめたものです。３年間にわたる上記の活動では、大阪大学

レーザー科学研究所所長兒玉了祐先生の支援とご助言、並びに、日本学術会議 総合工

学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会の委員長疇地宏先生をはじめとする分科

会委員各位と、パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会の犬竹正明副委員

長をはじめとする委員各位から賜った多くの貴重な意見に深く感謝いたします。 

最後に、有識者会議を主催していただいたIFE フォーラムに感謝するとともに、本報

告書が2050年に向けた我が国のレーザーフュージョンエネルギー(IFE)開発推進の起爆

剤となることを祈念します。 

令和6年3月 編集担当 有識者会議専門委員会副委員長 三間圀興 
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　公益財団法人　レーザー技術総合研究所　
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　　　〒550-0004 大阪市西区靱本町 1-8-4
 大阪科学技術センタービル 4F
 TEL（06）6443-6311　
 FAX（06）6443-6313






